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すべての人にやさしく、親しみゃすい博物館をめざして

ミユージ、アムパーク茨城県自然博物館 高橋淳・贋瀬孝久

1 .はじめに

当館は、茨城県南西部の岩井市に平成 6 年に開設された

自然系の博物館である。 当館では、健常者 ・ 障害者の分け

隔てなくあらゆるタイフ。の来館者に対して、快適な利用空

間を提供するのはもとより、知的欲求の充足感を共有でき

るユニノ〈ーサルテザインの展示ならびに情謝是供をめざし

ている。 当館では、 バ リ アフ リ ーへの対応の一手段として、

平成11年に視覚障害者対応型音声方、イタツスシステムを導

入した。 ここでは、システム導入の晶捧や特徴等について

述べる。

2. システムの導入にあたって

(1 ) 機器の選定

音声yゲイドの方法にはいくつかの方式があり、それぞれ

違った特性をもっている。 当館では、視覚障害者を主な利

用対象者としたうえで、 下記に留意しながら機器の選定を

行っ た。

⑪見覚障害者が主体性を損なうことなく行動できるよう、

館利用に必要な施設 ・ 設備の案内を行えるシステムである

こと 。

②展示室の趣旨や展示そのものについての展示解説を、シ

ステムを介して充分に行える方式であること 。

③ユニノ〈ーサルデザインの在且点から、単に視覚障害者のた

めだけではなしこれを使用することによって健常者も視

覚障害者も博物館利用の楽しみを共有できるシステムであ

ること 。

④来館者多数時のざわめきや、音響を伴う展示物等、さま

ざまな音が混在している館内で明瞭にガイドが聞き取れ、
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また、他の来館者には不必要な音が流れないよう、イヤホ

ンや手元のスビーカーによ って音声庁、イドを聞き取る方式

で、あること 。

機出こついて調査を行った結果、これらの条件を最もみ

たすものは、サーチ型音声案内システムであることがわか

っ た。 このシステムは、館内に設置された発信機から発せ

られる音声信号(赤外線信号に変換されたもの)を携帯型

音声レシーパー (以下、レシーパーという)によ って音声

に再変換し、情報を聞くタイプである。 また、 このシステ

ムでは、レシーパーを用いて信号の強弱をサーチするこ と

で、その発信源の位置を把握することができる。

以上のこと を踏ま え、当館では、 三菱プレシジョン鮒製

の ト ーキングサイ ン ・ タ イ プ 3 を導入した。

トーキン グサイン・タイプ 3

(2 ) 機器の特徴

当館で使用している機器の特徴は、 以下の 3 点である。

第ーは、 音質である。 視覚障害者にとって、 耳からの情報

は大変重要で、あり、 音質の良くない不鮮明な音声は、聞き

http://www.jcsm.kahaku.go.jp
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取りにくいだけでなく長時間の使用においてはかなりの疲

労感を生じさせる。音質を良くするためには、録音時の音

域を広〈記録する必要があるので、レシーパー内蔵の音声

記録用 ROM カードを大容量のものにした。

第二は、携帯性である。一般の音声ガイダンス機器は、

ストラップにより胸元に首掛けして使用するものが多い。

このタイプは、長時間の使用において首に疲労が蓄積きれ

やすいだけでなく、かがみ込んだときに首からまっすぐ下

にぶら下がってしまうため、白杖や盲導犬を利用する視覚

障害者にとっては障害物になってしまう可能生が高い。 そ

こで、携帯の疲労感をできるだけ少なくし、また必要なと

きだけ素早く手にすることができるよう、肩掛け式ストラ

ッフ芳式を取り入れた。

肩掛け式ストラップ

第三はレシーパーの色である。健常者、視覚障害者の別

を間わず、誰でも好感イメージのある色を好むものである。

また、貸出側としては、目立つ色のほうが視認性が良く、

使用者に声をかけるなどの人的サービスの向上にもつなが

る。当館のレシーパーは、好感色でかつ視認性の良い水色

のメタリックカラーである。

3 . システムの特徴

(1) 操作性の重視

レシーパーは、視覚に障害をもっ方で、も簡単に操作で、き

るように、ボタンが必要最小限の数になっている。そのた
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め、場所を探す、解説を聞く、途中で止めるといった一連

の操作を片手で行うことが可能で、ある。そのため、レシー

ノfーをあたかもレーダーのように操作することにより、楽

しみたい展示の場所やトイレなどの場所を自分で探すこと

ができ、視覚障害者が主体的立場で博物館を楽しむことが

可能となった。

(2) 利用者ニーズを考慮

レシーパーから音を聞き取る方法としては、スビーカー

方式とイヤホン耳かけ式の両用とした。 よ って、スピーカ

ーを使用すれば、聴覚が重要な感覚である視覚障害者に と

っては、耳をふさぐこ となく解説を聞くことができるので、

より安心して博物館を楽しむことができる。また、できる

だけ他人の目を気にせずに利用したいという方にとっては、

イヤホンを使用することで周囲に音を出きずに利用できる。

(3) 博物館の特徴を生かした解説

約3 ， 200m'の床面積をもっ常設展示室や、企画展示室等の

展示スペースには、 30カ所に解説ポイントを設置しており、

情報量の多い展示解説を提供している。また、当館は 16ha

におよぶ野外を有しているが、野外施設の季節毎の動物 ・

植物に関する情報を聞くことのできる解説ポイントも設置

している。

解説ポイ ン ト (写真中央の壁面、ヘッドフォンのマーク)

(4 ) 誰でも楽しめる解説内容

展示物を手で触れて楽しむ展示はもとより、手の届かな

いジオラマ展示やシンボル展示などを臨場感あふれる内容
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でで1招紹介しし、 誰もカ

たι。 とりわけ、視覚障害者に対しては、展示室のイメ一ジ

等をでで、きるだだ、け理解していただ〈ために、多くの解説ポイ

ントで効果音や動物の鳴き声を BGM として使用した。

4. おわりに

システムを利用した来館者に対しては、アンケートへの

回答を依頼しているが、集計結果をみると、レシーノ〈ーの

使いやすさや展示解説の内容については高い評価を得てお

り、大部分の利用者が満足していることがわかる。 しかし

ながら、当館としては、これを「視覚障害者のためのサー

ビス」 の完成とは認識していない。 現在、試験的にではあ

るが、このシステムを野外展示に拡張すべ〈研究中である。

今後も、視覚障害者、健常者を問わずさまざまなモニタリ

ングを行い、よりよい音声方、イダンスの在り方を検討して

いきたい。

〔引用文献〕

高橋淳. 2001.ミュージアムパーク茨城県自然博物館

における視覚障害者対応型音声ガイダンスシステムの構築.

茨城県自然博物館研究報告.， (4):161-170. 

国立民族学博物館における「みんぱく電子力、イド」の開発

国立民族学博物館は、 1999年から「みんぱく電子力、イド、」

による展示場解説を行っている。 これは来館者か携帯端末

を用いて展示品の前で、動画、静止画、 音声による解説を

受けることの出来る装置である。 このような携帯解説機器

が、どのような考え方にもとづいて開発されたかを紹介し

たい。

【システム開発のコンセプト]

民博は 1977年の開館以来解決しなければならない課題

があっ た。 それは外国語による展示解説と、来館者の疑問

にいかに答えるかということである。

第 1 の課題は、解説を外国語で製作する場合、何語を用

いるかが大きな問題であっ た。 民博への外国人来館者のな

かで多いのは韓国 ・朝鮮人であり、つづいて中国人で、ある。

それとともに英語て切解説パネルも設けると、展示壁は解

説パネルで一杯になってしまう 。 これをどうするかが困っ

た問題であっ た。

つぎに来館者からの質問の多いのは、 「展示されている標

本は、いまも使われているのか」、 あるいは「どのようにし

て使うのか」、「どのようにしてイ乍るのか」 といったことであ

る。 われわれがこの 「みんぱ く 電子力、イド」 を考えたとき、

情報というものは、疑問を抱いたその時に、その場で答え

なければならないと考えた。 大半の人はその疑問を家にま

で、持って帰って調べるということはしないだろうというこ

とである。
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国立民族学博物館博物館民族学研究部 栗田 靖之

いろいろな来館者に聞いてみると、博物館で一番おもし

ろい見方は、専門家に案内してもらうことだという 。 この

ような要求をコンビューターを用いて実現しようと考えた。

要約すると専門家の作った解説情報を、マルチメディアを

用いて、来館者にパーソナルに送るということを考えたの

である。

これらがこの携帯解説臓器を開発したときの基本的なコ

ンセフ。 トで、あった。

[情報の中身】

また「みんぱく電子力、イド、」から送る情報にどのような

性格を与えるのかについて考えた。 展示を見ている来館者

には、いろいろな疑問レベルがあるだろう 。 そこで「みん

ぱく電子ガイド、」か提供する情報は、事典の言自主程度のも

のということを想定した。 民博には世界の民族に関する情

報を 15分程度の番組で提供するビデオテークがある。 ここ

で提供されている情報は、新書版の本のようなものである。

もし来館者がも っ と高度の情報を知りたい場合には、民博

が所蔵している長編の映画を見てもらうとよいと考えた。

[形 態】

1993年から民博と松下宮株式会社とによる共同研究を

おこなって開発をはじめた。 完成した「みんぱく電子方、イ

ド」の大きさは、重きは975グラムであっ た。画面の大きさ

はカー ・ナビゲーション ・ システムを参考として 6 イ ンチ

とした。 電池の品l車続時間は80分である。 イヤホン・ ジ ャ ッ
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クが 2 つ付いており、 音声は二人が同時に聞くことが出来 電波では他のエリアの電波が漏洩して混信を起こすが、赤

る。 操作ボタンは、左側に十字キーがあり、このキーを操 外線はそのようなことがないからである。

作してメニューを選ぶ。これはゲーム機と同じ!京覚で操作

できるということを考えてのデザインで、あった。右側には

2 つのボタンがあり、 Aボタンは「決定」を、 Bボタンは

「キャンセノレ」を行うものである。

みんぱく 電子ガイド

[システムの仕掛け】

技術的な仕組みは以下のようなものである。「みんぱく電

子力、イド」は、借り出しを受けてスイ ッ チを ON にすると、

電波を発信する。床の上に黄色いマークがあるが、それは

この場所で情報提供がおこなわれることを示している。 そ

の場所の天井には赤外様投影器があり、一定のエリアに赤

外線を投影している。いま一台の携帯端末がその赤外線の

エリアに入ると、何番の携帯端末がこのエリアに入ったと

いう位置情報を、無線 LAN を通じてコミュニケーション ・

サーノ〈ーというコンビューターに送る。そこでコンビュー

ターは、そのエリアで提供されている番組のメニュー画面

を端末側に送ってくる。利用者は十字キーを操作してメニ

ュー画面の中で、見たい番組を選び、決定ボタンを押してコ

ンビューターに送り返す。そこでコンビューターの側から

は、そのリクエストきれた番組の動画の部分は MPEG 1 

で由宿された映像を赤外線で、 静止画と音声は無線で、送っ

てくるのである。一つの赤外線のエリアでは、 8 台までの

端末機器に情報を送ることが出来る。 このシステムの中で

動画を赤外線で、送ったといっ点が世界で最初の技術である。
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「電子ガイド」の利用

[コンテンツ製作]

コンテンツの制作は民博の研究者が担当した。 解説コン

テンツには、研究の成果物という考えにもとづいて作成者

の氏名を表記することとした。 またコンテンツ作成の時の

基本と して、長さをおよそ30秒とした。も し来館者がも っ

と長い解説を要求したときには、より詳しい情報をリクエ

ストするこ とが出来るょっにした。 30秒としたのは、この

種の携帯端末では、利用者が立って見ているということも

あり、集中力が長くは続かないだろうとも考えたからであ

る。 その結果およそ300本のコンテンツを作ることが出来た。

しかし出来上がったものは 30秒よりも長いものが多く、 300

本でおよそ 8 時間分のコンテンツとなった。

1999年から運用を開始した。 そして2000年からは英語版

れ 200 1年には、中国語版が有識している。

[展示壁の意味の変化】

この「みんぱく電子力、イド」の公開を通じて得た位験は、

次のようなものである。 このような展示場でマルチメディ

アによる情報提供を行うと、展示の意味が大きく変化する

のではないかと思われる。来館者は展示品に触発きれ「こ

れは何だろう」と思う 。 そして展示品についてより深〈情

報を探ろうとする。 そのことは展示壁は、情報検索のため

のインテヘy クスとなっているということであろう。すなわ

ちこれからの博物館は、まさにバーチャル ・ アンド ・ リア

リティを実現する場となることを示唆している。

【携帯端末の将来性】

運用を開始して数年間がたったが、その聞に寄せられた

意見を見ると、 コ ンテンツに関してはおおむね好評であっ
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た。しかしわれわれ自身はもっと簡潔なコンテンツを作る

努力をするべきだという反省をしている。その一方で、、苦

情の大半は、端末が重いということである。 1 kg ではやは

り重たすぎたようである。

この種の携帯端末 (PDA) は目を見張る勢いで進歩して

いる。 2001年から、動画の送受信が可能となる携帯電話が

運用されている。近い将来に民博は、この種の携帯電話にコ

ンテンツを提供することを考えるべきであろう。これから

は、博物館カ噺しい情報機器を開発して貸し出すのではな

くて、来館者が展示場に持ってくる情報機器、たとえば携

帯電話やラッフO. トップ・ コンビュー夕、その他の PDA に博

物館か情報を提供するような形が考えられると思われる。

音声ガイドの可能性

株式会社乃村工華社文化環境力ンパニー企画ブ口テ、ユース部広沢 公太郎

1.音声ガイドの優位性

展示解説のメディアには解説パネルから、動丘ではイン

タープリターによるか、イドまで多種ある。その中で音声方、

イドのメディアとしての優位性を述べると以下のようなも

のカfある。

①展示物をJ尉見しながら視線を移動せずに展示物に集中

できる。これは他のメディアに真似の出来ない優位性であ

る。理解度の高い展示理解につながる。動丘では 'AR・強

化現実」という展示物に CGや動画を重ねる方式があるが

普及には当分時聞がかかる。

②個人の展示観廃速度、属性に対応できる。英語、中国語、

韓国語の解説を行っている施設も出てきている。 きめの細

かい個人対応、これか哩解度の高い展示理解につながる。

③バリアフリー対応可也視覚障害者向けには施設利用

案内から展示解説まで、液晶表示をつければ聴覚障害者向

けの音声の文字化による利用案内や解説が可能になる。

④基本的にはイヤフォーン再生のため至近距離でも解説

音声聞の干渉がない。

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製・骨格標本・レプリカ

加工/販売/ リース

難東洋近代美術研究所
製作所干 272-0816 ft047・337・5678

千葉県市川市本北方2-18-1 FAX 047-338・ 1978

本社 干272-0834 千葉県市川市国分5-3-25 ft047・374-1564
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2. 常設的採用に至らない課題

①貸し出し管理のわずらわしき。盗難防止や破損など、

人件費もかさむ。

②装置の充電やクリーニング ・ メンテナンスのわずらわ

しき。

③ システムが高額で、あり、貸出料 (500円が多い)で初期

導入費用やメンテナンス費、ソフ ト更新費が出ない。結果

として矧T館の企画展のような短期的な運営一体型での採

用が多く、常設ではまだまだ採用例が少ない。

3. ~期犬の音声ガイド仕様

① 録音時間・再生時間 :フラッシュメモリーが主流で4

時間以上の録音が可能。テープのような劣化の心配なし。

解説のランダム選択も自在。圧縮技術の採用で録音(ダウン

ロード)も短時間。電池寿命が延び再生時間では 6 時間以上

をクリアしている。

② 音質 : CD レベル。音質や立体再生は極めて重要。 CD

レベルであれば、没入感か増す。

ミュージアムの集客を強力にサポート
新たなコミュニケーションメディア【イベントナピ】

I~ ・， イベン卜情報ポータルサイト

、~EventNAVI
http://www.eventnavi.ne.jp 

全国のイベント情報年間約10万件を発信するイベントナビ。
企画展・特別展などへの来場促進に、ぜひご活用ください。

除読ま!I
島株式会社Yラキ寸ヨ二蓮華全土
本社買軍軍曹匡草蒲4-6-4 〒 108-8565 電話 03-3455- 11?1附

ホームページ http://www.nomurakougei.co.jp 

ディスプレイおよび理軍の調査コンサルデインク

企画誼計デザインプロデユース書出制作施工
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③ 解説の選択: 入館者によるスイッチの番号選択か赤外

線検知による自動解説音選択。 視覚障害者向けには、赤外

線や無線による誘導方式が渇要になる。 赤外線方式は混雑

時に入場者による赤外協虚光予防の工夫が必要。無線方式

はエリアの限定に工夫が必要。

④ 高価格 1 台あたり 7 万から 10万。 市販のプレーヤー

に比べ高い。

4. 市販の携帯端末の可省副主

① MP プレーヤー ・ IC レコーダー ・ MD プレーヤー

最新の携帯音楽再生機 MP プレーヤーは自動解説音選択

を除き録音時間 ・ 再生時間、音質とも音声方、イドの機能を

満足している。 サイ ズも名刺大以下で厚さ 5 ミ リ程度のも

のもある。 液晶表示付であれば入場者のスイッチ操作によ

る自動解説翫室択は可能で、ある。 IC レコーダーMD プレ

ーヤーもほぼ同内容の仕様。音戸データはパソコンからダ

ウンロードできる。

MP プレーヤー

② PDA (携帯情報端末) ・モノ〈イノレパソ コ ン(携帯パソ コ

ン)

PDA はほとんど MP プレーヤー機能を内蔵している。

赤外線通信 ・ ブノレートゥース通信機能付のものもあり解説

の自動選択に対応できる。 試験的に音声方、イドに使用して

いる事例もある。この二つの通信機能は、解説場所での解

説自動選択スタート、展示評価に使えるどの場所を選択し

て解説を利用したかの集計、個人認証機能による入館者へ

自分が何を見たかのフ)クマーク提供(自宅に帰つての詳

しいイ ンターネッ ト経由でのアフターフォ ロウサービス)、

解説音声データのダウンロードにも使える。 特に赤外総量

信は短い通信範囲を利用し積極的に自分でw情報を取ってい
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(, 情報スポットのような使い方も可能で、ある。またブルー

トゥースは省電力型の通信形式で、博牧雌の展示室の中に

無線 LAN サービスの受けられるホ ッ トスポッ トのような

情報提供も可能になっている。 RFID(無線 ID) タグも注目

である。 これは一種の IC カードでネ ッ トワークの構築なし

に展示物に貼るだけで携帯端末に音声データ・画像情報・

解説ポイントであることの情報を送ることができる。 この

よ うに PDA は音声方、イドにぴった りのデジタ凡機器なので

あるが保有 ・ 携帯率は低い。

③携帯電話

携帯率が一番高〈、赤外線通信、ブルートゥース、 RFID

リータホ一、 IC カードによる個人認証決済機能、カメラ(バー

コードの認証や画像記録に使える)、 GPS(場所の特定と案

内、場所と情報のリンクに使える)まで出てきている。カメ

ラ付に人気が集中して MP プレーヤー機能の装着率が低下

傾向にあり残念ながら音声方、イドには使われにくい。 ただ

し障害者向けにはこれらの機能をフルに活用し、公共での

誘導や解説の標準として画師、売り出すことも有意義と考

える。例えはヰ見覚障害者向けに道路上に RFID を埋め込み、

杖に読み取り機能と音声ガイドを組み込んだ施設案内が開

発きれているが、この機能を携帯電話に組み込むことは容

易である。

5. MP プレーヤーの可能性

MP プレーヤーはパソ コンで音楽を楽しんだり 、 音楽ソ

フトをネ ッ トを通じてやり取りするために開発されたもの

である。 CDや電子音楽配信サービスサイトから、テープ式

携帯音楽再生機にタYングするようにダウンロードして利

用する。 MD プレーヤーもネ ッ トやパソコンからダウンロ

ードできるようになっている。 つまり解説音声データは既

存のシステムを使用してネット上から配信可能ということ

になる。 ネットを介きなくとも施設の入り口にダウンロー

ドサービスターミナルを設置すれば解説音声データの提供

は可能となる。ダウンロード時間は120分で 4 分程度である。

総合;学習など事前調べの可能な場合など、インターネ ッ ト

を介して解説情報を MD/MP プレーヤーにダウンロー ド

して持参するという考えは十分可能と思われる。 現庄はこ

れらのデジタル機器を携帯持参している場合が多くこの MP

方式の機器に解説情報をダウンロードすれば音声方、イドに

変身するわけで、ある。
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6. 理想的な音声ガイド

MP プレーヤーには l 万円を切るものがある。 赤外線通

信.RFID リーダ一、 IC カー ドをつければ理想的な音声方、

イドになる。 IC カードは定期券になったものもあり 、現金

決済機能がついている。 入場券、ミュージアムショ ップで

の決済に活用でき合理化ができる。 ID が登録記録されるの

でアンケートターミナルで集計すれば展示評価・顧客管理、

観諜記録によるフ子ックマークサービスに使える。施設側 と

してはコンテンツだけを提供し利用者の保有携帯している

デジタル機器の MP プレーヤーを活用するのである。当然

ながらコンテン、ソは属性別やコース別に用意され好きなコ

ンテンツをダウンロードできサービス度は数段高まる。

7 .コンテンツの魅力・ナレーターの魅力

最丘話題になった本に『声に出して読みたい日本語』が

あった。 肉声には不思議な魅力があり、右脳にダイレクト

に作用するようである。 お経やゴスペルソングなどに例を

見るがトランス状態にまでL持っていく可能性を持っている。

ロボットガ誘う、歴史伝説の世界

伝統文化の保寄と伝承を目的とし定施設、
建設lこも積極的lこ参加しております。

小学校での本読みが高い効果をあげている と聞く 。 優れた

コンテンツは展示標本やレプリカにもなりえる。一方その

語り手も重要で、ある。 宮沢賢治の童話を読む長岡輝子さん

にその例を見る。 ニューヨーク自然史博物館ローズセンタ

ーのナレーターは卜ム ・ ハンクスである。 もうそれだけで

エンターテイメ ン トではないか。 6 月に開催された上野の

森美術館「ピカソ展」ではフジテレビの女性アナウンサー

が 3 人の妻の話などをニュース風に、北海道の石原裕次郎

記念鵡では石原夫人抗思い出を語り、神奈川県立生命の星・

地球博物館では、浜田先生の独特の語り口でといったふう

にそれぞれの施設の特徴を出している。筆者は残念ながら

まだ聞いていないが、広島平和記念資料館ではなんと吉永

小百合さんがナレーターを努めているとか。展示という舞

台で Hiroshima という演目の一人芝居をみる、それは奥の

深い伸験となることは容易に想像できる。 魅力ある音声方、

イドは集客の要となり、もう一つの展示空間を創造する潜

在力を持っていると確信する。

A万ガ援り下ろされるその瞬間、 目ガ1mわんばかり

文化施設・商業施設・動刻・ディスプレイぞ .デザイン・設計・制御演出・施工

匂器禁ピランスを 1 kok。nOFE?iii-5522村市型受 j語読んZ
… 、向吋以割畑昨幅_"""!!，:;，cl' 糊制ココロ http://www.kokoro-dreams.co.Jp/ 
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英王立外科学校、付属の医学博物館で収蔵していたタスマ

ニア島の先住民の頭重骨等を全面返還へ

ロンドンにある英王立外科学校(創立1800年)は、 19-世

紀からオーストラリアとタスマニア島の先住民の遺骨、遺

髪そして皮膚を判1研究の目的に精力的に収集してきた歴

史がある。 収集地、名前、年齢、性別、民族名等がはっき

りしたそれらの標本は、同校付属の三つの博物館一ハンク

リアン博物館 ・ ウェルカム博物館・断ヰ学博物館に分散さ

れていた。 1997年からオーストラ リ アのタスマニア島の先

住民の代表によって彼らの祖先のこうした遺骸の全面返還

を要求していたが(このときは同館の拒否にあった)、よ う

やく 2001年 9 月に同館は全面返還に応じることになり、 2002

年 5 月から遺骨をはじめすべての征先のからだの部分か故

郷のタスマニア島に戻ることになった。もともとこれらの

遺骨等は、 19-世紀から英国人が英王立外科朝交のために、

タスマニア島の先住民か先祖を代々埋葬して きた墓を暴い

てイギ リ ス本土に持ち帰ったいわく付きのものばかりだっ

た。 よ うやく これらの帰還によ って、魂が安らかに眠れる

ようになった。 この決定に続いて、 同館が所蔵しているオ

ーストラリア本土の先住民の同様の遺骨や遺髪、皮膚がそ

れぞ、れの先住民の手に戻されることになった。 同館から返

還されたものの中に、 19-世紀末に英国人の苛烈な支配に果

敢に抵抗して交戦中に亡くなったトルガニーニという女性

の遺骨と「プレパラート」にきれた彼女の遺髪と皮膚が含

まれていたが、これら も交戦相手の英国人によって墓が暴

かれ、 英王立外科学ヰ交に売られたものである。 同じ墓から

トルカ、、ニーニの埋葬品で、ある宝石類も盗掘され、これらは

当時のイギリス女王ビク トリ アの夫のアノレパートに献上き

れた。 これらは、アルパートの死後に完成した王立アルパ

ート記念博物館(エクスター市)に長〈保存されてきたが、

1997年のタスマニア島の先住民の代表の要求に応じて全面

返還された。こうした動きはここ数年の聞に、イギリス国

内で、は顕著になってきており、多くの場合、博物鯛則から

旧植民I也だっ た地域等の先住民の遺骸や墓に至るまで返還

されるようになってきた。ブレア政権は今までの政権とは

異なり、この問題に大きな関心をも っており、同様の資料

を多く所蔵している ロ ンドン国立自然史博物館と大英博物

館に返還要求に応じるよう説得しているようだ。イギリス
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ス 安井亮 ・ 桜美林大学講師(博物館学)

のこうした例が、わが国の大学等の学術用標本と言われる

ものにもあると言われてきている。 それらの現管理者がど

のように対処するかについて関心がもたれている。

http://www.rcseng.ac.uk/services/museums/ 

http://www.ial.uk.com/news/171100.htm 

http://www.faira.org.au/issues/humrem.html 

ロンドン科学博物館で、脳に関する特別展が開催

2002年 3 月 11 日から 17日にかけて、ヨーロ ッパ各地で脳

研究の最新の成果を広〈 一般を対象に紹介したイベン ト

~European Brain Awareness~ (主催: Dana Alliance 

for Brain Initiatives) が開催されたが、これにイ井せてロ

ンドン科制導物館で、脳そのものについて取り上げた特別

展 ~Head On: Art with the Brain in Min~ (企画:ウ

エルカム財団)が 3 月 14日から 7 月 28日まで開催された。

同展は、三つのテーマによ って構成されていた。「脳の構造」

「顔の表情 ・ 顔のかたち ・ 性格J ，.心を表現したモデノレ」。 ホ

ルマ リ ン漬けの脳、古い研究書の原本、古い挿し絵や模型

等が並んだ会場の中で、コンビュータの原型 「角軒斤機械」

(同館の常設展示)を考案したチャールズ・パベッジの脳の

右半球の標本が多くの観覧者の関心を号 |いた。なおこの展

覧会は、アートとのコラボレーションだったこともあっ て、

ロ ン ドンのアート・シーンで大きな話題になっ た。 同展で

はアーチストの目から見た脳がどんなものかを作品を通し

て紹介することに多くの情熱が注がれた。 リチヤード ・ウ

ェン トワース、エリザベス ・ フリンク、 トニー・ ベヴ、アン、

アンド リ ュー ・カーニ一、アニー ・ キャ ッ トレルなど世界

的に知られた若手のアーチストの作品が紹介きれ、中でも

写真 ビデオ、油絵、彫刻、デジタル ・ イメージを巧みに

利用してイ乍品を作ることで安日 られるアンド リ ュー ・ カーニ

ー(Andrew Carnie)!立、神経科医の リチヤード ・ ウィ ンゲ

ート博士(キングズ ・カレ ッジ)の協力を得て、 35 ミリ ス

ライドを多用したイ ンスタレーション『マジ ック ・ フォレ

ス卜~ (Magic Forest) を制作した。またアニー ・ キ ャッ

トレ jレ(Annie Cattrell) も、同展のアーチスト ・イ ン ・レ

ジデンスのプログラムに招耳号されて、会場で音を使ったイ

ンスタ レーション作品の公開制作を行った。

http://www.sciencemuseum.org.uk/exhibitions/ 

HeadOn/ 
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http://www.studentbmj.com/back issues/0602/ 

reviews/review3. html 

http://www.andrewcarnie.co.uk/ 

米グレート・レークス科学館で、脳に関する特別展が開催

ロンドン科学博牧蛸で特別展i'HeadOn: Art with the 

Brain in MincLが開催されたが、米国でも、同じく脳に

関する特別展『脳:あなたの頭の中の世界.1 (Brain: The 

W orld inside Y our Head)が2001年 7 月にワシン ト ン DC

のアメリカ歴史博物館を皮切りに全米の11ヶ所の都市を巡

回している。 米製薬最大手のファイザ一社が企画 ・ 制作し

たもので、 350点以上のインタラクティフゃ展示装置を使って、

脳のしくみ、脳の病気を科学的な視点で紹介している。グ

レート ・ レークス科学館(オハイオ州クリーブランド)で、

2002年10月 5 日から 2003年 1 月 5 日まで開催後、インデイ

アナ州立博物館 (インディアナポリス)、ニューヨーク科学

館、デトロイト科学館、セン トルイス科学館、サイエンス ・

シティー(ミズー リー州カ ンザス ・ シティ)、 ミネソタ科学

博物館とボストン科学博物館で順次開催きれる予定だ。

http://www.pfizer.com/brain/ exhibit.html 

http://www.glsc.org/ 

米エクスプロラトリウムで、脳における視覚イメージの解

析等を紹介した企画展が開催中

現荘、サンフランシスコのエクスプロラトリウムで開催

中のi'Seeing.l 展は、見る「しくみ」をわかりやすく解説

した企画展である。会場にある 70点以上のインタラクティ

ブ展示装置の半分は、エクスプロラトリウムの展示制作ス

タッフカf、サンフランシスコ市内にあるスミス ・ケテルウ

エル眼科学研究所やイスラエルのワイツマン研究所の協力

で開発されたものだ。展示内容は次のように構成きれてい

る。「光と眼J ，-色を見るしくみ ・動きを見るしくみ ・深度を

見るしくみI脳におけるイメージの解析I事象をコンテク

ストで見るしくみ・対象を絞って見るしくみ」。 会期: 2002 

年 6 月 29 日 -2003年 1 月 31 日 )

http:// www.exploratorium.edu/seeing/exhibits/ 

index.html 

カリフォルニア科学アカデミーで、日甫乳類の頭蓋骨を紹介

した企画展を開催中

約1 ， 500点の哨手L類の頭蓋骨を一堂に紹介した企画『頭蓋

骨.1 (Skulls)が、サンフランシスコの自然史博物館・カリ フ

ォルニア科学アカデミーで開催中だ。展示されている頭蓋

-9-

骨は、イヌ (4曜類)そしてラクダ、シャチ、キ リ ン、パ

ク、イルカ、ネズミ、イボイノシシ、さまざまなサルー

中でもなんと言っても圧巻なのは、 860点のカリフォルニア

アシカのものだ !もちろん、われらホモサピエンスの頭蓋

骨も含まれている。 出品きれている頭蓋骨のうち、カ リ フ

オルニアアシカのものは頭蓋骨のコレクターであるレイモ

ン ド・パンダーjレ氏 (74才)から借用さ札残りはカリフ

ォルニア科学アカテゃミ ーの収蔵品である。長〈高校で生物

学の教師を務めた同氏は、 1950年代に学生だ、った時から、

死んだ動物の頭萱骨を集めはじめ、今やその全点数は6000

点を越えている。 同展では、動物の死体処理に使われる肉

食甲虫の標本箱も展示きれている。この甲虫は死体の肉を

喜んで、食べて くれることで、同館で重宝がられているよう

だ。会期: 2002年 3 月 30 日 -2003年末。

http://www.calacademy.org/ exhibits/ skulls/ 

http://www.wired.com/news/school/ 

0 ,1383 ,51403 ,00.html 

北米で、中国人の頭脳から生まれた発明の歴史を紹介した

特別展が席巻中

たいがい中国が国外で行う展覧会は、秦始皇帝陵の兵馬

備、青銅器、故宮、景徳鎮 シルク ロード文物等、 考古学、

伝統工芸あるいは矧I史に関連したものに限られていたカえ

2001年にパンクーノ4ーのサイエンス ・ワールドでの開催 (2001

年 2 月 14 日 -9 月 9 日)を皮切りに北米を巡回中の特別展

「中国7000年の技術革新の歴史J (企画: 北京・中国科学技

初日専物館)は、従来のそ う したものとは大分異なり、中国

の科学技術の歴史に光を当てたものだ。火薬をはじめ、 地

震計、海儀、水運揮儀、簡儀 湾、 羅童十盤、鋳造、紙、絹

織り機、傘、吊り橋等は、中国が紀元前2世紀から 14世紀ま

での間に、世界の科学技術史に誇る発明のほんの一部であ

り、 実物や模型等で約1500m'の展示規J莫をもっ同展で紹介

されている。パンクーパーでの開催の後、北米での巡業を

担っているか、ルフコースト ・ エクスプロレウム科学館(米

国アラパマ州モーヒ、ル)で2002年 1 月 12 日から 6 月 9 日ま

で開催し、次はク リーブランドのグレート ・ レークス科学

館で2003年 1 月から開催きれることになっている。

http://www.scienceworld.bc.ca/newsite/whatson/ 

exhibi ti ons/ china/ 

* (やすい・りょう) E-post: RGYasui@obirin.ac.jp 
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1 1 月 12月の特別展
牛の博物館

家族で業しむ企画展「羊は、牛ですか ?J

11月 1 2 日~平成15年 1 月 19 日

ミュージアムパーク茨城県自然博物館

第26因企画展「稲・いのちと文明の植物ーイネ科ワールドへょ

うこそ J 10月 19 日~平成15年 1 月 13 日

栃木県立博物館

第74回企画展開館20周年記念特別企画展

「プロウゃアンス発見 古代ローマからファーフゃルまで一自然・

歴史 ・ そして美 J 10月 20 日 -12月 1 日

群馬県立自然史博物館

第17因企画展「マダガスカルの生きものたち」

7 月 20 日 -11月 24 日

さいたま市青少年宇宙科学館

企画展n íスペース、ソアー展J 11月 9 日~平成15年 1 月 13 日

入間市博物館

「セピア色の点描一写真か語るあの頃の入間一」

埼玉県立自然史博物館

特別展「奥秩父の自然」

11月 1 日 - 12月 15 日

10月 5 日 -12月 8 日

特別展「ヤマネ 森に棲むもの」西村豊写真展

我孫子市鳥の博物館

テーマ展「日本の烏」

千葉県立中央博物館

10月 18 日 -12月 8 日

11月 9 日~平成15年 5 月上旬

特別展「恐竜時代の生き物たち一桑島化石壁のタイムト ンネ

/レ」

逓信総合博物館

「郵政研究所附属資料館特別展」

交通博物館

9 月 14 日 -10月 6 日

11月 15 日 - 12月 1 日

東北・上越新幹線開業20年記念「東日本の新幹線展」

国立科学博物館

特別企画展「光を楽しむ」

国立科学博物館附属自然教育園

企画展「森のクラフト」

たばこと塩の博物館

10月 1 日 ~平成15年 1 月 13 日

10月 31 日 -12月 8 日

10月 20 日 - 12月 23 日

企画展íASHTRAYS 世界の灰皿 ~アー ト、クラフト&

ユーモア-J 11月 2 日 -12月 15 日

企画展「再生する伝統 ~インド・民族アートの新た矧断-J
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1 2月 2 1 日~平成15年 3 月 2 日

府中市郷土の森博物館

ミニ展「年貢の取り方 ・ 納め方」

東京農工大学工学部附属繊維博物館

第59回特別展「蚕繊総展」

東京都高尾自然科学博物館

10月 1 日 - 11月 24 日

11月 6 日 - 11月 10 日

企画展「東京の足下をのぞ、< J ーゾウのいたころ一

7 月 20 日 -12月 8 日

特別展示「虫めがねの世界J 12月 14 日~平成15年 3 月 30 日

横浜こども科学館

企画展 í5 感マジックハウスJ 11月 2 日~平成15年 3 月 2 日

横須賀市自然博物館

特別展「三浦半島の横穴墓王墓から家族墓へ」

10月 26日~平成15年 3 月 2 日

神奈川県立生命の星・地球博物館

特別展「ザ・ シャーク~サメの進化と適応、 ・ ケースコレクショ

ンより -J 12月 7 日~平成15年 3 月 2 日

新潟県立上越科学館

「冬のサイエンスひろば」

新潟県立自然科学館

巡回展「バランスク、、ローフボ」

立山カルデラ砂防博物館

企画展「ザ ・ 避難」

黒部市吉田科学館

12月 22 日 - 12月 23 日

10月 1 日 -12月 20 日

10月 1 2 日 - 12月 23 日

写真展「トンボ写真展J 10月 5 日 - 11月 4 日

巡回写真展「すは、らしい自然をJ 11月 8 日 - 12月 1 日

巡回展「宇宙への誘いJ 12月 7 日~平成15年 1 月 10 日

富山市科学文化センター

「環境写真展一わたしと自然とのかかわり 」

「山岳写真展」

公募写真展「木もれ日の中で、」

佐久市子ども未来館

11月 9 日 -11月 24 日

11月 9 日 -11月 24 日

11月 28 日 -12月 11 日

「び、っくり! ド ッキ リ!なるほどサイエンス~アイディアコ ン

テスト受賞作品展-J 8 月 10 日~平成15年 1 月 7 日

岐車県博物館

特別展「中山道街道400年」

中津川市鉱物博物館

10月 5 日 - 11月 10 日

第 6 回企画展「回品也方の鉱物'J 8 月 4 日 -11月 24 日

「寄贈寄謝票本展J 12月 8 日~平成15年 2 月 23 日
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瑞浪市化石博物館

特別展 日本の化石シ リ ーズ 7 '東海の化石- 1 一」

10月 6 日 - 12月 8 日

ディスカパリーパーク焼津

特別展「サイエンスフゃックJ (仮名)

1 2月 18 日~平成15年 2 月 16 日

東海大学海洋科学博物館

'3 Dハイビジョンシアタ一新ソフト公開記念まつり」

10月 12 日 - 11月 4 日

豊橋市自然史博物館

収蔵資料紹介展「みんな知ってる帰化中直物」

9 月 21 日 -11月 24 日

収蔵資料紹介展「集めたものいろいろ一糸魚) 11 コレクションよ

り J 12月 7 日~平成15年 1 月 26 日

産業技術記念館

特別展「自動車のフoレーキ展J-止めることへの止まらぬチャ

レンジ~

名古屋市科学館

企画展「鉄道模型であそぼう」

特別展「水俣 ・ なご、や」展

トヨタ博物館

特別展「ミニチュアカー展」

神宮徴古館農業館

企画展「倭姫命」

みえこどもの城

10月 1 日 - 12月 1 日

11月 3 日 -4 日

11月 1 6 日~平成15年 1 月 13 日

10月 8 日 -12月 8 日

9 月 13 日 - 11月 1 7 日

「キッズ ・ ゲルニカ」作品展示 国際こども平和壁画プロジェ

クト

鳥羽水族館

「なるほど!ザ リ カ。ニワールド、」

滋賀県立琵琶湖博物館

11月 9 日 - 17 日

7 月 1 2 日 - 12月 1 日

特別展示「中世のむら探検一近江の暮らしのルーツを求めてつ

7 月 20 日 -11月 24 日

大阪市立自然史博物館

目で見る「がん」展~診断 ・ 治療の最前線~

9 月 14 日 -11月 4 日

きしわだ自然資料館

企画展「中島徳一郎とコケ植物の世界」

10月 22 日 -11月 29 日

明石市立天文科学館

「星座煽苦原画展J 11月 19 日 - 12月 15 日

'2003年金国カレンダー展J 1 2月 17 日~平成15年 1 月 24 日

兵庫県立人と自然の博物館
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「おいしい ・ たのしい タネのねたJ 10月 12 日 - 1 2月 27 日

山口県立山口博物館

企画展「サイエンスやまぐち2002J 山口県科学作品展

10月 31 日 -11月 24 日

広島市こども文化科学館

小学生環境ゴミ 問題絵画コンクール入賞作品展

11月 1 日一 3 日

広島県 ・ 広島市児産生徒発明くふう展

第23回広島県未来の科学の夢絵画展 11月 8 日 - 17 日

えんせ、るふいっしゅ絵画展 12月 14 日~平成15年 1 月 19 日

広島市交通科学館

企画展「橋のサイエンス」

防府市青少年科学館

企画展「おもしろ電気探検館」

愛媛県立博物館

10月 17 日 - 12月 15 日

10月 1 7 日 - 11月 24 日

テーマ展「えひめの化石J 10月 1 日 - 11月 27 日

特別展「愛媛県児童生徒理科研究作品展J 11月 2 日 - 10 日

テーマ展「愛媛の銘木J 1 2月 1 日 ~平成15年 1 月 28 日

福岡県青少年科学館

理科工作作品展 10月 12 日 -27 日

佐賀県立博物館

企画展「イ左賀鍋島藩の矧frJ 10月 25 日 - 11月 24 日

考古テーマ展示「遺跡発見 ! 天保から平成まで、」

11月 26 日~平成15年 1 月 13 日

佐賀県立宇宙科学館

秋の企画展「ミク ロの世界」

鹿児島県立博物館

11月 1 日 - 12月 1 5 日

企画展「土のひみつ」

沖縄県立博物館

11月 1 日~平成15年 1 月 1 3 日

企画展「沖縄の文イ国オ展~見もの珍しゃ誇らしや-J

10月 29 日 - 11月 24 日

ミュージアム・シヨツ7向/教育用地学標本

since1974 

地学標本(化石・鉱物・岩石)
古生物関係模型(レプリ力)

|大英博物館/恐竜復元模型

.常設ショールーム。紀伊国屋書店・新宿本店lF TEL. 03(3354)0 1 3 1 (代表)

鶴東京ザイZンス
干 151-0051 東京都渋谷区千献7谷5-8・2 イワオアネックスビル

TEし03(3350) 6725 FAX.03(3350l6745 
http://www.tokyo-science.co.jp E-mail:info@tokyo-science.co.jp 
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0海外科学系博物館視察剛彦について

平成14年度は次の日程で行います。詳細については、お

送りしている募集要項をご覧ください。

今年は特にイギリスのミレニアム助成フ。ロジェクトによ

って昨年から今年にかけてオープンした 3館を含めた企画

となっています。この機会にぜひご参加ください。

期 間 . 平成15年 1 月 12 日(日 )-25 日(土)

訪問地域:欧州

訪問予定強官・スカンセン(ストックホルム)、自然史博牧鵬

(ベルリン)、 ドイツ博物館(ミュンへン)、 ミ

ュンへン市立博物館(ミュンへン)、大英博物

館(ロンドン)、インテク(ウインチェスター)、

マグナ(ロザラム)、メーキング・ イッツ(マ

ンスフィールド)

参加費用: 363 ， 000円 (25名以上)

383 ， 000円 (20-24名)

※正会員館は予算の範囲内で 1 館あたり 50 ， 000円以内の研

修援助費が支給される予定です。

0全科協ホームページの Î-mode 加盟館検索について

全科協では、 i-mode 版ホームページを2002年 5 月より公

開中です (http : //jcsm.kahaku.go.jp/i /index.html) 。

i-mode 版では地域ごとの加盟館検索の他、特別展のおしら

せ等を掲載することができます。情報の更新はホームペー

ジの情報更新と同様「各種メンテナンス」画面より行うこ

とができますのでご利用ください。(情報更新等には、皆様に

配布しておりますユーザー ID とパスワードが必要になります。)

省スペース展示に最適な、小型ドームCG映像システム

メディアグローヌ誕生
メディアグローブは世界で初めてフルカラー

投映を可能にした小型・高精細のデジタル

プラネタリウム。さらにドーム全天に高画質な

CG映像を投映するマルチ投映機能を持ち、

さまざまなシーンで活躍します。

[15014001 認鉦取得)

~ 

‘~ MINO口:入

ミノルタプラネタリウム株式会社
干108-0074 東京都港区高輪2-19-13 TEL.03-5423-7571 
干442-0067 愛知県豊川市金屋西町1-8 TEL.0533-89-3570 
干564-0051 大阪府吹田市豊津町2-30 TEL.06-6386-4950 
http://www.minolta.com/japan/mp/index.html 
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※世界の化石・

鉱物・恐竜・化石

人類・動物骨格

標本及び模型の

輸入専門業者 ティラノサウルス・ REX

器ゼネラルサイエンス
コーポレーション

〒107-0052 東京都港区赤坂 3 -11-14 赤坂ベルゴビル802

TEL 03 (3583) 0731代表 FAX 03 (3584) 6247 

調査・企画・デザイン・設計・製作・施工・

監理・運営およびコンサルティング・プロデュース

より良い「社会交流空間づくり 」にむけて・1

+株式会社丹青社
干110-0005 東京都台東区上野5-2-2 TEL 03-3836-7221 (代表)

札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・鳥取・福岡

URL http://www.tanseisha.co.jp 

�.v K�8� l:�..I'8. 
ム L 註113)32111

全科協ニュース編集委員会

NHK放送博物館 チーフディレクター

滋賀県立琵琶湖博物館 企画調整課長

ミュージアムパーク茨城県自然史博物館

河野光子

高橋啓一

資料課長 園府回良樹

独立行政法人国立科学博物館普及部普及課長 武田良正

独立行政法人国立科学博物館普及部普及課専門職原田紀子

会科協事務局

国立科学博物館普及部普及課村上剛久永美津子

Tel.03-5814-9857 ・ 9858 Fax.03-5814-9898 
発行日平成14年11月 1 日

発行全国科学博物館協議会@

者iH10-8718 台東区上野公園7-20 国立科学博物館内

印刷島崎印刷株式会社

http://www.jcsm.kahaku.go.jp
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